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一 般 質 問  

坂
本
　
早
苗
 
議
員
 

  坂
本
　
妊
婦
検
診
を
一
度
も
受
け
な
い
ま

ま
、
産
ま
れ
る
直
前
に
病
院
に
駆
け
込
む

「
飛
び
込
み
出
産
」
が
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
本
市
で
の
対
策
は
。
 

健
康
福
祉
部
長
　
本
市
で
の
対
策
は
、
特

段
お
こ
な
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
妊
婦

検
診
の
大
事
さ
等
を
啓
発
し
て
い
き
ま
す
。
 

  坂
本
　
乳
幼
児
医
療
費
は
小
学
3
年
生
ま

で
無
料
で
す
が
、母
子
を
守
る
た
め
に
「
妊

婦
検
診
」
か
ら
無
料
に
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
。 

健
康
福
祉
部
長
　
平
成
２０
年
度
よ
り
、
妊

婦
検
診
の
公
費
負
担
を
現
在
の
2
回
か
ら

5
回
ま
で
に
増
や
す
こ
と
を
考
え
て
お
り

ま
す
。
 

  坂
本
　
県
で
は
高
額
な
不
妊
治
療
費
の
一

部
を
助
成
し
て
い
ま
す
が
、
本
市
独
自
の

助
成
制
度
は
で
き
な
い
の
か
。
 

健
康
福
祉
部
長
　
本
市
独
自
の
助
成
は
考

え
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
県
の
助
成
制
度
等

を
啓
発
し
て
い
き
ま
す
。
 

      

  坂
本
　
「
地
球
温
暖
化
防
止
行
動
計
画
」

の
策
定
は
進
ん
で
い
ま
す
か
。
 

市
民
部
長
　
県
の
説
明
会
が
開
催
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
市
内
の
状
況
を
踏

ま
え
な
が
ら
進
め
て
行
き
た
い
。
 

坂
本
　
大
津
町
で
は
今
年
度
か
ら
、家
庭
用

太
陽
光
発
電
の
助
成
が
始
ま
り
ま
し
た
。
 

「
２０
年
度
の
予
算
で
は
検
討
し
た
い
」
と
の
、

市
長
の
考
え
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。 

市
民
部
長
　
個
人
の
設
置
見
込
件
数
が
県

の
計
画
3
％
に
達
し
て
い
ま
す
の
で
、
今

後
は
公
共
施
設
へ
の
設
置
を
検
討
し
た
い
。
 

坂
本
　
み
ど
り
館
に
は
す
で
に
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
が
そ
の
状
況
は
。
 

市
民
部
長
　
２０
　
で
約
２
、１
１
８
万
円

の
工
事
費
の
う
ち
国
の
補
助
金
が
約
 

９
５
６
万
円
、
年
間
の
発
電
に
よ
る
電
気

代
は
３７
万
円
程
度
で
す
。
 

坂
本
　
公
共
施
設
に
設
置
す
る
の
も
い
い

が
、
１０
万
円
の
補
助
金
を
１
０
０
件
に
す

る
「
薄
く
広
い
住
宅
助
成
」
の
ほ
う
が
、

啓
発
の
効
果
は
大
き
い
の
で
は
。
 

市
長
　
公
共
施
設
設
置
、
家
庭
用
発
電
助

成
の
双
方
に
つ
い
て
、
再
度
研
究
し
て
み

た
い
。
 

神
田
　
公
司
 
議
員
 

飛
び
込
み
出
産
の
対
策
は
？
 

妊
婦
の
無
料
検
診
を
増
や
す
考
え
は
？
 

温
暖
化
防
止
対
策
に
 

太
陽
光
発
電
の
助
成
を
！
 

「
財
政
健
全
化
法
」に
基
づ
く
 

試
算
に
つ
い
て
 

不
妊
治
療
費
の
助
成
を
！
 

神
田
　
１０
年
後
の
セ
ン
タ
ー
方
式
へ
の
統

一
と
民
間
委
託
化
を
目
指
す
「
学
校
給
食

の
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
運
営
に
つ
い
て
」

と
い
う
文
章
を
読
ん
だ
。
保
護
者
を
な
い

が
し
ろ
に
す
る
今
回
の
教
育
委
員
会
の
手

続
き
は
将
来
へ
禍
根
を
残
す
こ
と
に
な
る
。

改
め
て
な
ぜ
全
保
護
者
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
な
い
の
か
。
市
長
が
決
断
す

る
前
に
、
学
校
給
食
に
シ
ス
テ
ム
統
一
に

対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
取
る
べ

き
だ
。
 

教
育
長
　
教
委
の
検
討
の
中
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

役
員
等
と
の
懇
談
会
を
行
っ
て
お
り
、
保

護
者
の
意
見
に
つ
い
て
は
集
約
さ
れ
て
い

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
 

市
長
　
市
と
し
て
は
教
育
委
員
会
で
議
論

が
尽
く
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
報
告
内
容
を

尊
重
し
た
い
。
 

   神
田
　
総
務
省
は
７
日
「
地
方
自
治
体
財

政
健
全
化
法
」
施
行
に
伴
い
、
地
方
自
治

体
の
財
政
の
破
綻
な
ど
を
認
定
す
る
際
の

基
準
を
決
め
た
。
新
た
に
導
入
し
た
「
連

結
実
質
赤
字
比
率
」
で
は
、
都
道
府
県
で

は
１５
％
以
上
、
市
町
村
で
は
３０
％
以
上
な

ら
破
綻
を
認
定
す
る
。
認
定
さ
れ
る
と
国

の
管
理
下
で
の
財
政
再
建
が
義
務
付
け
ら

れ
、
住
民
の
負
担
増
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
低

下
が
想
定
さ
れ
る
。
合
志
市
で
は
総
務
省

の
通
達
に
基
づ
き
試
算
し
て
い
る
か
。
 

総
務
企
画
部
長
　
財
政
健
全
化
法
に
つ
い

て
は
先
月
、
県
で
概
要
の
説
明
が
あ
り
、

確
定
で
は
な
い
が
、
結
果
を
申
し
上
げ
る

と
実
質
赤
字
比
率
は
ゼ
ロ
、
連
結
実
質
赤

字
比
率
も
ゼ
ロ
、
実
質
公
債
費
比
率
が
14

・
７
％
、
将
来
負
担
比
率
も
問
題
な
い
。
 

吉
永
　
健
司
 
議
員
 

吉
永
　
教
職
員
の
現
状
は
大
変
な
状
態
に

あ
る
と
聞
く
が
如
何
か
。
 

教
育
長
　
学
習
指
導
内
容
は
以
前
と
余
り

変
わ
ら
な
い
が
、
生
徒
指
導
面
に
つ
い
て

は
対
応
が
多
様
化
し
簡
単
で
な
い
。
 

吉
永
　
教
育
審
議
員
の
必
要
性
と
、
教
職

員
退
職
者
を
教
育
審
議
員
と
し
て
再
雇
用

し
、
審
議
員
複
数
制
に
し
て
は
如
何
か
。
 

教
育
長
　
現
在
の
教
育
審
議
員
は
現
職
の

県
費
負
担
職
員
を
市
費
で
雇
用
す
る
制
度

で
そ
の
効
果
は
確
か
な
も
の
が
あ
る
。
将

来
は
提
案
の
よ
う
な
方
向
を
考
え
た
い
。
 

  吉
永
　
青
少
年
健
全
育
成
に
ス
ポ
ー
ツ
が

も
た
ら
す
効
果
は
大
き
い
。
そ
の
多
く
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
あ
り
利
用
料
徴
収

に
よ
っ
て
活
動
が
阻
害
さ
れ
る
。
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
を
拡
充
し
そ
の
施
設
利
用
料
を

全
額
減
免
と
す
べ
き
で
は
。
 

教
育
委
員
会
事
務
局
長
　
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
の
拡
充
に
努
め
た
い
。
減
免
は
使
用
目

的
の
公
益
性
等
で
判
断
し
て
い
る
が
保
護

者
に
な
る
べ
く
負
担
が
か
か
ら
な
い
よ
う

に
し
た
い
。
 

　
 

 吉
永
　
大
規
模
工
事
は
、
物
品
納
入
や
下

請
け
に
地
元
企
業
を
利
用
す
る
こ
と
を
条

件
付
け
、
予
定
・
最
低
価
格
を
公
表
し
、

一
般
競
争
入
札
を
行
っ
て
は
。
 

総
務
企
画
部
長
　
地
元
企
業
の
利
用
を
依

頼
し
て
い
る
が
、
条
件
付
け
る
の
は
問
題

が
あ
る
。
一
般
競
争
入
札
の
導
入
は
行
う

よ
う
に
し
て
い
る
。
 

  吉
永
　
障
害
者
自
立
支
援
法
施
行
後
障
害

者
や
家
族
か
ら
の
意
見
を
聞
く
こ
と
が
あ

る
か
。
ま
た
法
施
行
後
の
市
役
所
及
び
、

市
内
の
就
労
状
況
は
。
 

健
康
福
祉
部
長
　
訪
問
調
査
や
相
談
支
援

事
業
等
を
通
じ
て
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

就
労
状
況
に
関
し
て
は
、
知
的
障
害
者
１

名
、
精
神
障
害
者
３
名
の
就
労
を
把
握
し

て
お
り
ま
す
。
 

松
井
美
津
子
 
議
員
 

利
用
料
徴
収
の
弊
害
 

地
元
企
業
育
成
と
入
札
制
度
 

障
害
者
の
声
は
 

松
井
　
市
民
の
皆
様
が
生
活
が
大
変
な
中
、

税
金
を
納
め
て
い
ま
す
が
苦
情
の
処
理
対

応
な
ど
、
来
年
の
課
題
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。
 

市
民
部
長
　
市
民
の
皆
様
に
は
き
び
し
い

負
担
を
強
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
来

年
は
更
な
る
周
知
を
徹
底
す
る
よ
う
努
力

し
ま
す
。
 

松
井
　
本
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
利
用
状

況
、
満
足
度
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
 

総
務
企
画
部
長
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
満
足

度
調
査
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
ア
ク
セ
ス

数
は
伸
び
て
き
て
い
る
。
 

松
井
　
妊
産
婦
無
料
健
診
の
拡
充
に
つ
い

て
、
Ｈ
１９
年
３
月
質
問
の
結
果
を
伺
う
。
 

健
康
福
祉
部
長
　
厚
生
労
働
省
の
公
費
負

担
の
望
ま
し
い
あ
り
方
を
受
け
て
検
討
し

ま
し
た
結
果
、
５
回
ま
で
増
や
す
よ
う
考

え
て
い
る
。
 

松
井
　
生
活
保
護
を
う
け
る
ま
で
に
は
至

っ
て
い
な
い
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
層
の
支
援

に
つ
い
て
、
本
市
独
自
の
仕
組
み
に
つ
い

て
伺
う
。
 

健
康
福
祉
部
長
　
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
層
の

主
な
行
政
支
援
策
は
手
当
支
給
、
準
要
保

護
世
帯
の
認
定
、
保
険
料
の
減
免
、
サ
ー

ビ
ス
利
用
料
の
減
額
等
が
あ
り
ま
す
。
 

松
井
　
発
達
障
害
の
早
期
発
見
、
早
期
療

育
の
た
め
に
５
歳
児
健
診
の
導
入
を
 

健
康
福
祉
部
長
　
健
診
時
に
臨
床
心
理
士

等
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
保
健
師
に
よ
る
フ
ォ

ロ
ー
体
制
を
整
え
て
お
り
、
導
入
は
考
え

て
お
り
ま
せ
ん
。
 

松
井
　
女
性
の
切
実
な
声
に
耳
を
傾
け
る

行
政
の
た
め
に
昇
進
す
る
機
会
、
管
理
職

へ
の
女
性
登
用
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
 

総
務
企
画
部
長
　
女
性
登
用
の
推
進
は
当

然
行
っ
て
い
く
べ
き
と
考
え
て
い
る
が
、

こ
れ
ま
で
の
経
緯
も
あ
り
一
足
飛
び
は
無

理
が
あ
る
。
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